
教育事業名 平成２８年度教育事業 

教員免許状更新講習 

「学級指導・学級経営に生かす自然体験活動」 

事業の趣旨 教員が体験活動の意義について理解するとともに，児童の集団宿泊活動を効果的に実

施するための基本的な体験活動指導技術について実習を通して身に付ける。また，学習

指導要領における体験活動の取扱いを理解し，教育課程の編成や教育活動に取り入れる

方法を講義や実習を通して習得する。 

対象者 平成２９年３月３１日及び平成３０年３月３１日に修了確認期限を迎える小・

中学校教諭30名 

（その他の校種の方も、受講を希望する場合は受け付ける。） 

実施期間 平成２９年１月２１日（土）～平成２９年１月２２日（日）選択領域１８時間分 

参加者／定員 １１／３０ 

活動プログラム １月２１日（土） 

 内容 講師 

午前 開会行事、オリエンテーション  

講義「学校教育の現状と課題」 室戸市教育委員会 

教育長 谷村 正昭 氏 

講義「子供の意欲・健康に関する生活習

慣の重要性」 

国立室戸青少年自然の家 

企画指導専門職 

午後 講義「体験活動の意義と学習指導要領」 四国学院大学総合教育研究セ

ンター 

教授 清水 幸一 氏 

実習「災害時に役立つ野外炊事」 国立室戸青少年自然の家 

企画指導専門職 他 

講義「安全管理」 国立室戸青少年自然の家 

次長 

１月２２日（日） 

 内容 講師 

午前 

 

演習「学級経営に生かせる体験活動の

指導法」 

国立室戸青少年自然の家 

企画指導専門職 他 

講義・実習「ジオパークを生かした自然体

験学習の指導法」 

室戸ジオパーク推進協議会 

地質専門員 白井 孝明 氏 

国立室戸青少年自然の家 

企画指導専門職 他 午後  

履修認定試験 国立室戸青少年自然の家 

企画指導専門職 他 
閉会行事 

 



 

活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

１月２１日（土） 

   

講義「学校教育の現状と課題」    講義「子供の意欲・健康に関する生活習慣 

の重要性」 

   

講義「体験活動の意義と学習指導要領」  講義「体験活動の意義と学習指導要領」 

 

   

災害時に役立つ野外炊事（講義）    災害時に役立つ野外炊事（事前準備） 

 

   

災害時に役立つ野外炊事（空き缶で炊飯） 災害時に役立つ野外炊事（スライド式ジッ

パー付き袋でカレー作り） 

   

災害時に役立つ野外炊事（食事の完成）       講義「安全管理」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２２日（日） 

   

演習「学級経営に生かせる体験活動の指導法」   「木」のつく漢字探し 

 

   

   フープを使っての仲間作り     講義・実習「ジオパークを生かした自然体験

学習の指導法」 

   

ガイド形式のジオパーク体験（室戸岬）   タービダイトの見学（室戸岬） 

 

 

１月実施により平成２９年３月３１日と平成３０年３月３１日の修了確認期限の対

象者の募集、事業実施となった。 

 1日目は「学校教育の現状と課題」や「子供の意欲・健康に関する生活習慣の重要性」、

「体験活動の意義と学習指導要領」、「安全管理」の講義と「災害時に役立つ野外炊事」

の実習を実施した。「災害時に役立つ野外炊事」では、空き缶を使っての炊飯とジッパ

ー付き袋を使ってのカレー作りをした。炊飯の燃料や水の使用量を制限して実施した。

受講者は班で互いに話し合い、工夫し合いながら調理をしていた。 

 2日目は「学級経営に生かせる体験活動の指導法」や「ジオパークを生かした自然体

験学習の指導法」の演習や講義を実施した。「学級経営に生かせる体験活動の指導法」

では、体験学習の学習サイクルに沿って、「木」のつく漢字探しやフープを使ってのゲ

ーム等を実施した。「ジオパークを生かした自然体験学習の指導法」では、「室戸ジオ

パーク」を教材に、ガイド形式による体験活動と小グループでのゲーム形式による体験

活動を取り入れた２つのタイプの活動を行った。演習と講義を通して参加者同士のコミ

ュニケーションも深まり、体験活動の効果について体験することができた。 



 

事業の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の講習は 1月に実施したことにより、修了認定期限が平成 29年 3月 31日の参加

者は更新手続きが目前だったため、他施設の免許状更新講習を受講していたと考えられ

る。また、18時間の講習としたが、平成 28年の夏季に免許状更新講習を受講した者に

とっては 6時間または 12時間の講習でよいため受講者が少なかったと考えられる。 

受講後の「免許状更新講習受講者評価書」の評価を見ると、「総合評価」「よい」が

63.6％、「だいたいよい」が 36.4％であった。講習内容についての満足度はかなり高い

評価を得ることができた。 

 受講者からは、時間の余裕のある夏休み中の開講を望む声もあるが、当施設の利用状

況から考えると繁忙期の開講は難しい。講習月については、更新手続き時期が 1月末で

あることから、更新手続期間に余裕のある時期の実施が望ましい。グループ 9とグルー

プ 10が受講対象となる 2月に講習を実施したいと考えている。 

プログラムについては、雨により小グループでのゲーム形式による体験活動を途中で

中止し、事前・事後指導、活動中の留意点や講義についてのふり返りの場を持った。荒

天時のプログラムについて再検討の必要がある。 

本年度の成果と課題を踏まえ、参加者の要望も取り入れながら充実した講習になるよ

うに運営の改善、講習内容の検討を行っていきたい。 

 


